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メッキ液・エッチング液の薬液濃度計
検出器／変換器一体型
　銅濃度／ニッケル濃度計

検出器／変換器分離型
　銅濃度／ニッケル濃度計

プロセス用！！
　電磁誘導式　液体濃度計

プローブ型！
　硫酸銅／ニッケル濃度計

CU-800／Ni-800 CU-502／Ni-502 EMC-502 CU-5Z／Ni-5Z

Ni-800
高濃度：0.0～200.0 g/ℓ (Ni)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Ni)

Cu-800
高濃度：0.0～80.0 g/ℓ (Cu)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Cu)

工業用　５０２シリーズ
　硫酸銅モニター
　ニッケルモニター
　ｐＨモニター
　ＯＲＰモニター
　フッ素イオンモニター
　電磁濃度計

CU-502
Ni-502
PC-502
OC-502
KF-502
EMC-502

プローブ型　５Ｚシリーズ
〇銅濃度計　CU-5Z
　銅濃度を0.0～76.0g/ℓの範囲で測定

〇ニッケル濃度計　Ni-5Z
　ニッケル濃度を0.0～199.9g/ℓの範囲で測定

〇銅・ニッケル濃度計　CUNi-5Z
　一台で銅とニッケル濃度を測定

簡単取付
簡単操作
高機能

電気的無接触型で
高濃度薬液濃度測定

測定方式

測定対象

測定範囲
測定単位

電磁誘導式センサー

塩酸、硫酸、硝酸、その他

サンプルにより異なります。
（応相談）

表面処理業界の総合プランナー

めっきのことなら何でもお任せ下さい！

〒144-0051  東京都大田区西蒲田 7 丁目 57 番 11 号
本 社　TEL 03-3733-7131　FAX 03-3739-0321
湘 南　TEL 0466-34-1711　FAX 0466-34-0581
横 浜　TEL 045-461-6088　FAX 045-461-6077

www.sanmatu.co.jp

〒120-0015 東 京 都 足 立 区 足 立 2 - 4 0 - 1 6

〒374-0123 群馬県邑楽郡板倉町飯野 2334-1
電 話 03(3852)1161　FAX 03(3852)1165

電 話 0276(82)2521　FAX 0276(82)2525

本 社

館林工場

業界関連団体の通常総会（鍍材協、愛知・神奈川・埼玉 各組合）

第
58
回
通
常
総
会

日
本
鍍
金
材
料
協
同
組
合

　

日
本
鍍
金
材
料
協
同
組
合
の

第
58
回
通
常
総
会
が
５
月
16
日

に
東
京
都
台
東
区
に
あ
る
上
野

精
養
軒
で
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
開
会
の
辞
を
小
松
槙

司
専
務
理
事
（
キ
ク
ヤ
ピ
ー
エ

ム
㈱
）
が
述
べ
、
事
務
局
が
出

席
状
況
を
報
告
し
、
総
会
は
成

立
す
る
旨
を
報
告
し
た
。
次
に

議
長
の
選
出
と
な
り
、
小
松
専

務
理
事
が
議
長
に
選
出
さ
れ
議

案
審
議
と
な
っ
た
。

　

最
初
の
議
案
の
第
1
号
議
案

「
令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
及

び
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件
」

で
は
事
業
委
員
長
の
倉
田
裕
理

子
常
務
理
事
（
森
幸
鍍
金
材
料

㈱
）
が
「
組
合
の
事
業
活
動
に

関
す
る
事
項
」
を
説
明
し
、「
運

営
組
織
の
状
況
に
関
す
る
事

項
」
と
「
そ
の
他
組
合
の
状
況

に
関
す
る
重
要
な
事
項
」
に
つ

い
て
事
務
局
が
説
明
報
告
し
、

総
務
委
員
会
の
村
松
康
裕
常
務

並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収

方
法
決
定
の
件
」が
上
程
さ
れ
、

倉
田
事
業
委
員
長
が
事
業
方

針
・
事
業
計
画
・
諸
会
議
の
開

催
を
説
明
し
、
令
和
７
年
度
収

支
予
算
に
つ
い
て
村
松
総
務
委

員
長
が
説
明
報
告
し
、
経
費
の

賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

も
村
松
総
務
委
員
長
が
説
明
報

告
し
た
。
こ
れ
を
議
長
が
会
場

に
諮
る
と
意
義
な
く
満
場
一
致

の
挙
手
に
よ
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。

　

続
い
て
第
３
号
議
案
の
「
令

和
７
年
度
借
入
金
残
高
の
最
高

限
度
額
決
定
の
件
」
で
は
借
入

金
残
高
の
最
高
限
度
額
に
つ
い

て
村
松
総
務
委
員
長
が
説
明
報

告
し
、
こ
れ
を
議
長
が
会
場
に

諮
る
と
異
議
も
な
く
満
場
一
致

の
挙
手
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

以
上
で
す
べ
て
の
議
案
審
議

が
終
了
し
、
小
松
専
務
理
事
が

議
長
席
を
離
れ
、
山
﨑
宗
常
務

理
事
（
室
町
金
属
㈱
）
が
閉
会

の
辞
で
「
理
事
の
山
﨑
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
は
お
忙
し
い
中

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、

ま
た
、
ご
審
議
く
だ
さ
い
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
大

手
企
業
の
決
算
発
表
が
ニ
ュ
ー

理
事
（
㈱
三
松
）
が

決
算
報
告
で
財
産
目

録
・
貸
借
対
照
表
・

損
益
計
算
書
・
余
剰

金
処
分
案
を
説
明
報

告
し
て
、
監
査
報
告

で
は
国
井
直
美
監
事

（
関
東
金
誠
㈱
）が
監

査
報
告
を
行
い
、
議

長
が
こ
れ
を
会
場
に

諮
る
と
、
異
議
な
く

満
場
一
致
で
可
決
承

認
さ
れ
た
。

　

次
に
第
２
号
議
案

の
「
令
和
７
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算

総会会場

【
２
面
へ
続
く
】
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ス
で
流
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

大
方
の
傾
向
は
、
昨
年
度
に
お

い
て
は
過
去
最
大
の
利
益
に
対

し
て
、
新
年
度
に
つ
い
て
は
大

幅
な
減
益
も
し
く
は
予
測
を
し

な
い
と
い
う
異
例
の
決
算
発
表

が
出
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
中
小
企
業
に
お
い
て

も
、
長
い
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
中
で
、
や
は
り
来
年
の
見
通

し
ど
こ
ろ
か
、
今
月
の
売
上
の

見
通
し
も
不
明
と
い
う
よ
う
な

厳
し
い
状
況
が
今
年
度
に
つ
い

て
は
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
い

う
中
で
も
、
足
元
を
固
め
る
べ

く
、
組
合
と
し
ま
し
て
は
、
通

常
の
事
業
、
雑
誌
、
手
帳
、
展

示
会
を
通
し
ま
し
て
、
皆
様
の

情
報
提
供
を
続
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
や
新
年
会
の
場

に
お
き
ま
し
て
は
、
顔
を
合
わ

せ
て
い
ろ
い
ろ
な
情
報
交
換
を

引
き
続
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
引

き
続
き
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
以
上
を

も
ち
ま
し
て
、
日
本
鍍
金
材
料

協
同
組
合
第
58
回
通
常
総
会
を

　

次
に
会
場
を
３
階
に
移
し
、

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
諏
訪
勝

久
理
事
（
㈱
マ
ミ
ヤ
）
の
司
会

進
行
で
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
主
催
者
を
代
表
し
た

理
事
長
挨
拶
で
、
木
村
日
出
夫

理
事
長
（
横
浜
鍍
研
材
㈱
）
が

挨
拶
し
た
。（
左
コ
ラ
ム
参
照
）

　

続
い
て
乾
杯
と
な
り
、
西
山

雅
憲
理
事（
㈱
西
山
脩
次
商
店
）

が
乾
杯
の
発
声
で
祝
宴
が
開
始

さ
れ
た
。

閉
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
挨
拶
し
無
事
に
日
本
鍍
金
材

料
協
同
組
合
の
第
58
回
通
常
総

会
は
終
了
し
た
。

　

５
月
９
日
15
時
か
ら
、
愛
知

県
名
古
屋
市
金
山
に
あ
る
Ａ
Ｎ

【
１
面
の
続
き
】

　木村日出夫理事長は、本来出席予
定だった本会を事情により欠席し、
小町専務理事が代理を務めるなか、
「皆様、第 58回通常総会にお越しい
ただき、誠にありがとうございま
す」と感謝の意を述べ、組合員に対
し、混沌とした世界情勢と日本のも
のづくり技術の強みを背景に、鍍金
業界の展望を語った。
　木村理事長は「コロナが終わり、
ようやく通常運転で走り始めたが、
トランプ大統領の登場やロシア・ウ

クライナ戦争の行方がわからない」と、国際情勢の不透明感が業界に
影響を及ぼしていると指摘。「ロシアの金利は 23％に達し、10年ロ
ーンの住宅金利は元利合計で 7倍になる厳しい状況。ウクライナも
厳しいが、ロシアも追い詰められている」と、グローバルな経済混乱
が原材料価格の高騰やサプライチェーンの不安定さを通じて、鍍金材
料業界に波及していると説明した。
　続けて、「自動車業界では、EVへの過信が欧米で混乱を招いてい
る。日本のメーカーはエンジン技術の優位性を維持し、今後注文が増
えるのではないか」と、電気自動車（EV）シフトの失敗による海外
メーカーの生産ライン復旧の遅れを指摘。「復旧には2～3年かかり、
日本の自動車部品への需要増が鍍金業界にも好機をもたらす」と期待
を表明した。
　日本の技術力の強さについては、「ホンダのプライベートジェット
が、主翼上にエンジンを配置することで客室スペースを拡大し、好評
で売れている。航空分野での日本の革新性は顕著だ」と紹介。さら
に、「船舶分野では、ヤマハ、ホンダ、スズキの船外機が世界市場の
6割を占め、450 馬力・5000cc クラスの高性能エンジンで圧倒的
なシェアを持つ。世界で『ヤマハ』と呼ばれる船外機は、日本のエン
ジン技術の象徴だ」と述べ、陸・空・海での日本のものづくり競争力
を強調した。
　このような技術力の背景について、木村理事長は「日本のエンジン
技術が世界を席巻しているのに、なぜ景気が悪いと感じるのか信じら
れない。2～ 3年で日本の一人勝ちが期待できる」と見通しを示し、
「鍍金業界もこの流れに乗り、技術を見直して成長しなければならな
い」と組合員に呼びかけた。特に、「AI や IT の技術が日進月歩で進
化しており、鍍金業界もスマート製造や IoTを活用してプロセスを最
適化すべきだ」と、技術革新の必要性を訴えた。
　また、環境対応や人材育成についても、「環境規制の厳格化に対応
し、低環境負荷型の鍍金技術や代替材料の開発を進めなければならな
い。若手技術者の確保と教育も急務だ」と強調。「組合は技術研修や
情報共有の場を提供し、業界の知のハブとして機能する」と、組合の
役割を明確に示した。さらに、「組合員の意見や協力を得て、組合も
変わっていかなければならない」と、会員との連携強化を呼びかけ、
変革への意欲を表明した。

日本鍍金材料協同組合 第 58 回通常総会 
木村理事長が世界情勢と日本の技術力を語る

令
和
７
年
度
通
常
総
会

愛
知
県
鍍
金
工
業
組
合

神
谷
篤
氏
が
理
事
長
に
再
任

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋
に
て
愛
知

会
の
辞
を
鈴
木
泰
造
副
理
事
長

が
「
本
日
は
お
忙
し
い
中
ご
出

席
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
来
賓

の
皆
さ
ん
、
公
務
ご
多
忙
中
の

中
ご
臨
席
し
て
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
令
和
7
年
通
常
総
会

を
開
催
し
い
た
し
ま
す
」
と
述

べ
開
会
さ
れ
た
。

　

次
に
来
賓
紹
介
と
な
り
笠
間

専
務
理
事
が
、
来
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
て
い
る
柳
原
和
夫
中
部

経
済
産
業
局
産
業
部
部
長
、
木

津
克
之
愛
知
県
経
済
産
業
局
産

業
振
興
課
課
長
、
筒
井
利
和
名

古
屋
市
経
済
局
産
業
労
働
部
部

長
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
理
事
長
挨
拶
と
な

り
、
神
谷
篤
理
事
長
が
「
改
め

ま
し
て
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

理
事
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り

ま
す
神
谷
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

当
に
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
多

く
の
組
合
員
の
皆
様
、
そ
し
て

来
賓
の
皆
様
、
ご
ご
参
列
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
通
常
総
会
と
い
う
こ

と
で
、
ま
た
1
年
無
事
に
過
ご

し
た
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ご
案
内
の
と

お
り
、
世
界
情
勢
も
、
そ
れ
か

ら
我
々
を
取
り
巻
く
製
造
業

も
、
全
く
先
の
読
め
な
い
混
沌

と
し
た
時
代
に
な
っ
て
き
た
な

と
い
う
の
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
今
回
は
、
２
年
に

県
鍍
金
工
業
組
合
の
令
和
７

年
度
通
常
総
会
が
挙
行
さ
れ

た
。

　

最
初
に
司
会
進
行
の
笠
間

敦
嗣
専
務
理
事
か
ら
出
席
者

数
が
充
足
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
開

神谷 篤 理事長

諏訪勝久 理事

西山雅憲 理事

懇親会会場
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本 社

関 東 営 業 所
東 海 営 業 所
九 州 営 業 所
リサイクル事業部

[ 統括本部 ] TEL.072-967-2732 FAX.072-967-2809
[ 技術本部 ] TEL.072-967-1149 FAX.072-967-2559
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〒578-0903

〒243-0021
〒486-0945
〒812-0871
〒179-0084

一
度
の
理
事
、
役
員
の
改
選
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
少
し
長
い

時
間
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
私
ご
と
で
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
全
国
鍍

金
工
業
組
合
連
合
会
に
出
向
し

て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
会

長
職
を
こ
の
5
月
末
で
降
り
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
年
度

は
神
奈
川
県
組
合
の
山
﨑
理
事

長
に
お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
う
ま
く

で
き
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た

し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
賞
状
授
与
と
な
り
、
愛

知
県
鍍
金
技
術
振
興
会
会
長
賞

を
㈱
サ
ー
テ
ッ
ク
カ
リ
ヤ
の
吉

説
明
を
行
い
、
こ
れ
を
議
長
が

会
場
に
諮
る
と
全
員
一
致
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
可
決
し
た
。

　

続
い
て
の
第
３
号
議
案
「
経

費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法（
案
）

承
認
に
つ
い
て
」
と
第
４
号
議

案
「
借
入
金
残
高
最
高
限
度
額

（
案
）
承
認
に
つ
い
て
」
で
は
神

谷
理
事
長
が
説
明
し
議
長
が
こ

れ
を
会
場
に
諮
る
と
満
場
一
致

の
拍
手
で
承
認
可
決
し
た
。

　

次
に
第
５
号
議
案
「
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い

て
」
で
は
、
選
考
委
員
の
選
出

に
つ
い
て
議
長
一
任
と
な
り
、

選
考
委
員
に
笠
間
に
委
員
長
、

そ
の
他
委
員
に
が
就
任
し
、
選

考
委
員
会
が
別
室
で
開
催
さ

れ
、総
会
は
暫
時
休
憩
と
な
り
、

16
時
に
再
開
さ
れ
る
と
笠
間
委

員
長
よ
り
新
理
事
長
が
発
表
さ

れ
、
前
理
事
長
の
神
谷
篤
氏
が

新
理
事
長
に
再
任
さ
れ
て
就
任

し
た
。

　

最
後
の
議
案
と
な
る
第
６
号

議
案
「
そ
の
他
」
で
は
特
に
意

見
も
な
く
、
続
い
て
の
新
理
事

長
挨
拶
で
神
谷
新
理
事
長
は
、

４
期
８
年
に
わ
た
り
組
合
に
携

わ
り
、さ
ら
に
1
期
（
計
10
年
）

長
の
祝
辞
を
柳
原
和
男
中
部
経

済
産
業
局
産
業
部
長
が
代
読

し
、
次
に
大
村
秀
章
愛
知
県
知

事
の
祝
辞
を
木
津
克
之
愛
知
県

経
済
産
業
局
産
業
振
興
課
課
長

が
代
読
し
、
広
沢
一
郎
名
古
屋

市
長
様
の
祝
辞
を
筒
井
利
和
名

古
屋
市
経
済
経
済
局
産
業
労
働

部
部
長
が
代
読
し
た
。

　

続
い
て
祝
電
披
露
の
後
、
閉

会
の
辞
を
清
水
副
会
長
が
「
副

理
事
長
の
清
水
で
す
。
本
日
は

お
忙
し
い
中
、
ご
来
賓
、
組
合

員
の
皆
様
に
は
長
時
間
に
わ
た

り
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
新
理
事
体
制
の

下
。
ま
た
組
合
運
営
の
方
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
を
も
ち

ま
し
て
令
和
７
年
度
愛
知
県
鍍

金
工
業
組
合
通
常
総
会
を
閉
会

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
述
べ
、

無
事
に
「
愛
知
県
鍍
金
工
業
組

合
令
和
7
年
度
通
常
総
会
」
は

閉
会
し
た
。

　

そ
の
後
17
時
よ
り
会
場
を
隣

に
あ
る
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
に
て
賛

助
会
員
や
組
合
員
が
参
加
し
て

情
報
交
換
を
行
う
懇
親
会
を
開

催
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
二
村
総
務
委

員
長
が
司
会
進
行
を
務
め
、
新

理
事
長
に
再
任
さ
れ
た
神
谷
理

事
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て

「
改
め
ま
し
て
こ
ん
ば
ん
は
。先

ほ
ど
の
通
常
総
会
で
新
理
事
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
歓
迎
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
か
ら
2
年
、

ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い

な
と
思
い
ま
す
。
理
事
会
、
そ

れ
か
ら
選
考
委
員
会
、
そ
し
て

こ
の
懇
親
会
と
、
非
常
に
長
い

時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
先
程
ご
来

田
智
広
氏
と
同
社
杉
山
直
輝
氏

の
２
名
が
表
彰
さ
れ
、
愛
知
県

鍍
金
技
術
振
興
会
会
長
か
ら
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
、
神
谷
理
事

長
か
ら
記
念
品
が
授
与
さ
れ

た
。

　

次
に
議
長
選
出
と
な
り
司
会

者
一
任
の
声
で
司
会
者
が
神
谷

理
事
長
を
指
名
し
て
承
認
さ
れ

る
と
神
谷
理
事
長
が
議
長
席
に

つ
き
議
事
録
書
記
を
神
谷
理
事

長
が
勤
め
、
議
案
審
議
と
な
っ

た
。

　

最
初
の
第
１
号
議
案
の
「
令

和
６
年
度
事
業
報
告
書
・
財
産

目
録
・
貸
借
対
照
表
・
損
益
計

算
書
及
び
余
剰
金
処
分
（
案
）

承
認
に
つ
い
て
」
の
審
議
と
な

り
、
事
業
報
告
・
財
産
目
録
・

貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・

余
剰
金
処
分
案
を
総
務
委
員
長

の
二
村
義
博
常
任
理
事
が
説
明

し
、
監
査
報
告
を
菅
沼
延
之
顧

問
監
事
が
行
い
、
こ
れ
を
議
長

が
会
場
に
諮
る
と
、
満
場
一
致

の
拍
手
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

次
の
第
２
号
議
案
「
令
和
７

年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収

支
予
算
書
（
案
）
承
認
に
つ
い

て
」
で
は
、
二
村
常
任
理
事
が

賓
の
方
の
お
言
葉
も
あ
り
ま
し

た
け
ど
、
し
み
じ
み
非
常
に
仲

の
良
い
組
合
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
と
も
す
る
と
仕
事
の
取
り

合
い
み
た
い
な
同
業
で
す
か
ら

ね
、
な
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
め
っ
き

業
と
い
う
仕
事
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
実
は
そ
れ
ぞ
れ
に

特
色
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

技
術
が
あ
っ
て
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
仕
事
な
ら
、
あ
そ
こ

が
上
手
だ
よ
ね
、
こ
の
仕
事
な

ら
あ
そ
こ
が
い
い
よ
ね
、
そ
う

い
う
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
。

業
界
で
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
が
あ
る
の
で
仲
良
く

で
き
る
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
先
ほ
ど
か
ら
ち
ょ
っ
と

席
の
ト
ラ
ブ
ル
と
か
あ
っ
た
み

た
い
で
す
け
ど
、
何
と
か
な
っ

た
み
た
い
で
、
短
い
時
間
で
は

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
当

に
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
方

も
た
く
さ
ん
み
え
ま
す
の
で
、

懇
親
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い

な
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」と

挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
よ
り
祝
辞
が
あ

り
、
前
衆
議
院
議
員
の
熊
田
博

道
氏
、
名
古
屋
市
議
会
議
員
の

奥
村
文
吾
氏
が
祝
辞
を
述
べ

た
。

次
に
乾
杯
と
な
り
、
名
古
屋
市

会
議
員
の
渡
邉
康
則
氏
が
乾
杯

の
音
頭
を
取
り
、
祝
宴
が
開
始

さ
れ
た
。

【
新
三
役
及
び
常
任
理
事
】

理
事
長
：
神
谷 

篤

副
理
事
長
：
清
水
謙
一
、
鈴
木

泰
造
、
水
野
光
隆
、
二
村
義
博

専
務
理
事
：
水
野
善
仁

常
任
理
事
：
竹
中
敬
治
、
竹
内

弘
一
、
水
野
民
樹
、
若
子
光
憲
、

伊
藤 

亮
、
山
内
教
義
、
前
川
恵

一
、
宮
松
寿
光
、
岩
﨑 

学

新
相
談
役 

候
補
者
（
案
）

相
談
役
：
松
田
勝
彦

務
め
る
意
気
込
み

を
述
べ
、
前
顧
問

の
伊
藤
氏
の
11
年

に
比
べ
れ
ば
短
い

が
、
追
い
越
す
つ

も
り
も
な
く
、
謙

虚
に
務
め
た
い
と

述
べ
た
。
ま
た
、

次
年
度
は
女
性
理

事
2
人
が
就
任

し
、
時
代
に
遅
れ

て
い
る
部
分
を
少

し
ず
つ
改
革
し
て

い
き
た
い
と
述

べ
、
協
力
を
求
め

た
。

　

続
い
て
来
賓
祝

辞
で
、
寺
村
英
信

中
部
経
済
産
業
局

新役員

表彰者

総会会場の様子
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業
承
継
、
そ
し
て
暫
定
排
水
基

準
の
問
題
、
土
対
法
の
問
題
、

Ｍ
＆
Ａ
、
廃
業
、
め
っ
き
業
界

に
は
、
様
々
な
問
題
山
積
で
ご

ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
神
奈
川
の

組
合
で
も
と
う
と
う
50
を
切
っ

て
49
社
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
先
49
社
が
1
社
も
減

ら
な
い
よ
う
に
、
私
ど
も
最
善

を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
1
社
も
減
ら

な
い
と
言
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら

建
屋
の
改
修
問
題
と
か
、
私
も

そ
う
で
す
け
ど
、
父
親
に
作
っ

て
も
ら
っ
た
建
屋
が
も
う
ぼ
ろ

ぼ
ろ
に
な
っ
て
き
て
、
ど
こ
で

建
て
替
え
る
か
、
こ
れ
を
ど
う

や
っ
て
い
く
か
、
こ
こ
で
神
奈

川
組
合
を
挙
げ
て
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
製
品
を
一
時
預
か
っ

て
も
ら
う
と
か
、
土
地
を
貸
し

て
も
ら
う
と
か
、
こ
う
い
う
こ

と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
神
奈
川

し
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
先
程
大
森
専
務
理
事

の
方
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
よ
う
に
、
全
鍍
連
の
会
長

を
来
週
か
ら
や
ら
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
何
で
私
が
会
長
か
と

長
谷
川
事
務
局

長
が
説
明
を
行

い
、
議
長
が
こ

れ
を
会
場
に
諮

る
と
、
意
義
も

な
く
満
場
一
致

の
拍
手
で
可
決

承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
重
要
議

案
と
な
る
第
４

号
議
案
の
支
部

構
成
見
直
し
の

件
が
審
議
さ

れ
、
支
部
選
出

理
事
に
つ
い
て

審
議
し
、
横
浜

支
部
２
名
、
南

支
部
２
名
、
川

の
議
案
審
議
・
次
第
が
終
了
し
、

司
会
進
行
役
の
大
森
専
務
理
事

が
閉
会
の
宣
言
を
行
い
、
無
事

に
神
奈
川
県
メ
ッ
キ
組
合
令
和

７
年
度
通
常
総
会
は
閉
会
と
な

っ
た
。

　

次
に
会
場
を
４
階
の
ダ
イ
ナ

ス
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
に
移
し
、
司

会
進
行
を
栗
原
職
常
任
理
事
が

務
め
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
遠
藤
副
理
事

長
の
開
会
の
辞
の
後
、
主
催
者

を
代
表
し
て
山
﨑
理
事
長
が
挨

拶
を
述
べ
た
。（
５
面
コ
ラ
ム
参

照
）

　

次
に
来
賓
祝
辞
と
な
り
、
神

奈
川
県
産
業
労
働
局
産
業
部
産

業
振
興
課
長
高
橋
敦
課
長
、
横

浜
市
経
済
局
中
小
企
業
振
興
部

長
増
田
祐
輔
部
長
、
神
奈
川
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
副
会
長

の
長
谷
川
幹
男
専
務
理
事
、
公

益
財
団
法
人
神
奈
川
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
武
井
政
二

理
事
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
全
国

鍍
金
工
業
組
合
連
合
会
の
長
谷

尚
武
専
務
理
事
が
全
鍍
連
の
神

谷
篤
会
長
の
挨
拶
を
代
読
し

た
。次
に
祝
電
の
披
露
が
あ
り
、

栗
原
敏
郎
最
高
顧
問
の
乾
杯
の

発
声
で
祝
宴
が
開
宴
し
た
。

う
こ
と
で
、
私
が
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
こ
の
神
奈
川
の
ま
と

ま
り
は
、
本
当
に
栗
原
最
高
顧

問
だ
っ
た
り
と
か
、
戸
川
先
輩

だ
っ
た
り
、
亡
く
な
っ
た
嶋
津

先
輩
だ
っ
た
り
、
こ
の
方
た
ち

が
作
っ
て
く
れ
た
組
合
で
す
。

こ
の
組
合
を
大
事
に
し
て
私
た

ち
も
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
日
、
役
員
改
選
も
あ
り
、

議
題
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

皆
様
に
い
ろ
い
ろ
ご
審
議
い
た

だ
く
内
容
も
多
か
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
長
時
間
に
渡
り
ま
す

が
、
一
つ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
懇
親
会

の
席
で
い
ろ
い
ろ
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
辺

で
失
礼
い
た
し
ま
す
。
本
日
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
述
べ
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
議
案
審
議
と
な
り
、

最
初
に
議
長
選
出
と
な
り
、
司

会
者
一
任
の
声
で
山
﨑
理
事
長

が
議
長
に
指
名
さ
れ
、
議
長
席

に
つ
い
て
審
議
開
始
と
な
っ

た
。

　

第
１
号
議
案
の
令
和
６
年
度

事
業
報
告
、
決
算
並
び
に
監
査

報
告
承
認
の
件
と
な
り
、
長
谷

川
事
務
局
長
が
令
和
６
年
度
事

業
報
告
と
決
算
を
説
明
し
、
続

い
て
監
査
報
告
を
井
出
祐
司
監

事
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

報
告
し
、
議
長
が
こ
れ
を
会
場

に
諮
る
と
、
満
場
一
致
の
賛
同

を
得
て
、
全
員
の
拍
手
に
よ
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
第
２
号
議
案
の
令
和
７

年
度
賦
課
金
の
額
並
び
に
予
算

（
案
）審
議
の
件
で
長
谷
川
事
務

局
長
が
説
明
し
、
議
長
が
こ
れ

を
会
場
に
諮
る
と
異
議
な
し
の

声
が
あ
り
、
満
場
一
致
の
拍
手

で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
第
３
号
議
案
の
令
和

７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び

に
予
算
（
案
）
審
議
の
件
で
は

　

神
奈
川
県
メ
ッ
キ
工
業
組
合

の
令
和
７
年
度
通
常
総
会
が
５

月
21
日
に
横
浜
市
西
区
に
あ
る

崎
陽
軒
本
店
に
て
、
大
森
専
務

理
事
の
司
会
進
行
で
開
催
さ
れ

た
。
長
谷
川
事
務
局
長
が
出
席

人
数
の
報
告
を
行
い
、
式
次
第

の
開
会
の
辞
で
大
森
専
務
理
事

が
開
会
を
宣
言
し
、
組
合
関
係

者
物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
を

行
っ
た
後
、
理
事
長
挨
拶
で
、

山
﨑
理
事
長
が
、「
皆
さ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
。
理
事
長
を
仰
せ
つ

か
っ
て
お
り
ま
す
山
﨑
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
は
大
変
に
お
忙

し
い
中
、
戸
川
先
輩
を
は
じ
め

多
く
の
組
合
員
の
皆
様
、
御
臨

席
賜
り
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
高

い
席
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
日
で
す
か
ね
、
日
産
自
動

車
の
神
奈
川
の
追
浜
工
場
、
そ

し
て
湘
南
工
場
の
閉
鎖
、
そ
し

て
大
リ
ス
ト
ラ
。
と
ん
で
も
な

い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
全
鍍
連
傘
下

で
も
、
私
ど
も
の
超
大
手
の
サ

ー
テ
ッ
ク
カ
リ
ヤ
さ
ん
の
買

収
、
賃
上
げ
、
雇
用
対
策
、
事

令
和
７
年
度
通
常
総
会

神
奈
川
県
メ
ッ
キ
工
業
組
合

山
﨑
慎
介
理
事
長
が
再
任

い
う
と
、
前
年
の
役
員

選
考
委
員
会
で
、
神
奈

川
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ

て
る
。
本
当
は
埼
玉
と

か
東
京
と
か
大
阪
と
か

大
き
い
組
合
さ
ん
が
い

っ
ぱ
い
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
に
優
秀
な
方
も
い

っ
ぱ
い
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
た
だ
一
つ
に
ま

と
ま
っ
て
る
の
は
神
奈

川
だ
と
。
も
う
神
奈
川

に
頼
む
し
か
な
い
と
い

崎
支
部
３
名
、
北
支
部
１
名
、

湘
南
支
部
0
名
、
青
年
部
2
名

の
理
事
と
な
る
こ
と
が
長
谷
川

事
務
局
長
よ
り
説
明
さ
れ
て
上

程
さ
れ
る
と
、
議
長
が
こ
れ
を

会
場
に
諮
り
、
決
を
求
め
る
と

異
議
も
な
く
満
場
一
致
の
拍
手

で
新
支
部
構
成
が
承
認
さ
れ

た
。

　

次
に
最
後
の
議
案
第
5
号
議

案
の
役
員
改
選
の
件
で
、
指
名

推
薦
と
な
り
、
指
名
委
員
会
の

委
員
を
議
長
一
任
と
の
声
が
あ

り
、
８
名
が
選
考
委
員
会
を
行

う
間
、
10
分
間
の
暫
時
休
憩
と

な
っ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
議
事
が
再
開

さ
れ
る
、
長
嶋
選
考
委
員
長
が

役
員
候
補
者
と
し
て
16
名
を
推

薦
し
、監
事
３
名
を
推
薦
し
た
。

　

以
上
で
議
案
審
議
が
す
べ
て

終
了
し
、
別
室
に
て
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
16
時
か
ら
総
会
が

再
開
さ
れ
、
理
事
長
、
副
理
事

長
、
専
務
理
事
、
各
委
員
長
や

委
員
が
決
定
し
、
総
会
に
て
山

﨑
理
事
長
が
再
任
さ
れ
そ
れ
ぞ

れ
の
役
員
が
報
告
さ
れ
た
。

　

最
後
に
新
理
事
長
の
挨
拶
を

再
任
さ
れ
た
山
﨑
新
理
事
長
が

述
べ
、
以
上
を
も
っ
て
す
べ
て

総会会場の様子
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信頼と信用をかたちに

　理事長に再任された山﨑
慎介氏は、業界の厳しい現
状を直視しつつ、新たなチ
ャンスを掴むための意識改
革と組合の結束を訴えた。
「本日はお忙しい中、横浜市
やかながわ産業振興センタ
ー、神奈川県中小企業団体
中央会、関連団体、金融機
関、賛助会員、組合員の皆
様のご臨席を賜り、厚く御
礼申し上げます」と感謝を

述べ、「先程の総会で皆様にご信任いただき、不肖私、再度理
事長を務めることになった。副理事長、専務理事、常任理事
も全員留任し、最強のメンバーで取り組む」と、役員改選の
結果を報告。「来週の信任を得られれば、全国鍍金工業組合連
合会の第 34代会長を務める」と、全国での役割も明らかに
した。「間もなく 67歳で会社ではサポートに回る年齢だが、
誰かがやらねばならぬことは一生懸命やる。皆様のご協力が
なければ務まらない職であり、もう 1期、神奈川の組合を全
力投球する」と、組合員の支援を強く求めた。
　業界の厳しい現状について、「めっき業界は雇用の問題、円
安、材料高、人材確保と、真っ暗闇のトンネルの中にある」
と危機感を表明。「100年に一度の第 4次産業革命の時、過
去に栄華を誇った企業が消滅し、新たな企業が台頭している。
神奈川本拠の日産自動車の2工場閉鎖や2万人のリストラ計
画は、自動車業界の苦境を象徴する」と、業界を取り巻く激
変を指摘。「かつて世界を席巻した日本の家電メーカーは中国
や韓国に席巻され、携帯電話のノキアや日本のメーカーは消
滅。自動車も EVシフトで日本のメーカーは青息吐息だ」と、
過去の事例を挙げて危機を訴えた。
　しかし、「ピンチはチャンスだ」と力強く語り、「GAFAや
テスラ、ファーウェイ、TSMCといった世界的企業が日本の
めっき屋を探している。SURTECHでアメリカの代表団が『ア
メリカにはめっきがない、日本に出てきてほしい』と言って
いた」と、新たな需要を強調。「トランプ関税や米中の貿易戦
争でアメリカのサプライチェーンは復活できず、iPhone の部
品 95％は日本調達だ。中国から日本へのシフトが進み、弊社
も中国からの仕事で溢れている」と、需要増の事例を挙げた。
「日本のめっき技術、QCD（品質・コスト・納期）、環境対
応、安全性、モラルは他国に真似できない」と、日本の技術
力を称賛。「海外メーカーは日本のめっきを待っている。『無
理だ』と躊躇せず、意識を変えれば道は開ける」と、組合員
に意識改革を促した。
　新たなチャンスに対応するため、「ISO9000 や 14000、
45000、IATF 認証が必要だが、理事会で取得方法を検討す
る」と具体策を示し、「トランプ関税や日産のリストラは、不
謹慎だが新しい仕事が増えるとワクワクする。乗り越える壁
はあるが、会社を変える生みの苦しみは避けられない」と前
向きな姿勢を強調。「神奈川の結束をまとめれば道は開ける。
笑う門には福来る。ネガティブな愚痴ではなく、楽しいこと
を考えて進みたい」と、明るい未来への信念を語った。「49
社に減った組合をこれ以上減らさないよう、みんなで結束し
て頑張りたい」と締めくくり、組合員に団結を呼びかけた。

神奈川県メッキ工業組合 懇親会
山﨑理事長が再任スピーチで
　　　　　意識改革とチャンスを強調

第
60
回
通
常
総
会

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合

伊
藤
麻
実
理
事
長
が
再
任

　

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
の
令

和
７
年
度
通
常
総
会
が
５
月
13

日
に
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
に

あ
る
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
田

中
智
雄
総
務
委
員
長
の
司
会
進

行
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
開
会
の
辞
で
出
野
哲

也
副
理
事
長
が
「
皆
さ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
。
本
日
も
お
忙
し
い

中
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
総
会
は
役
員
改
選
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
慎
重
審

議
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
第
60

回
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」と
述
べ
開
会
を
宣
言
し
、

理
事
長
挨
拶
で
、
伊
藤
麻
実
理

事
長
が
、「
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

　

続
い
て
来
賓
の
祝
辞
の
後
、

来
賓
紹
介
と
な
り
、
乾
杯
の
発

声
を
東
京
都
鍍
金
工
業
組
合
の

内
田
悦
美
副
理
事
長
が
行
い
、

祝
宴
は
開
催
さ
れ
た
。

長
丁
場
に
な
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
田
中
総
務
委
員
長
か

ら
出
席
人
数
の
報
告
が
あ
り
、

定
足
数
を
満
た
し
、
総
会
が
成

立
す
る
旨
を
報
告
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
議
長

選
任
と
な
り
、
司
会
者
一
任
の

声
で
、島
田
幸
昌
氏
が
議
長
に
、

書
記
に
山
本
隆
治
氏
が
指
名
さ

れ
審
議
開
始
と
な
っ
た
。

　

第
１
号
議
案
の
令
和
6
年
度

事
業
経
過
報
告
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及

び
余
剰
金
処
分
案
の
承
認
の
件

と
第
２
号
議
案
の
監
査
報
告
が

一
括
上
程
さ
れ
、
饗
場
功
治
専

務
理
事
が
令
和
６
年
度
事
業
経

過
報
告
の
本
部
と
全
鍍
連
関
連

を
説
明
し
、
田
中
総
務
委
員
長

が
総
務
の
事
業
経
過
報
告
を
行

い
、
環
境
委
員
会
報
告
は
島
村

学
環
境
副
委
員
長
、
技
術
委
員

会
報
告
を
矢
澤
一
久
技
術
委
員

長
が
報
告
し
た
。

　

続
い
て
令
和
６
年
度
収
支
決

算
報
告
を
饗
場
専
務
理
事
が
説

明
報
告
し
、
第
２
号
議
案
の
監

査
報
告
を
熊
木
孝
之
監
事
が
適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
報
告

し
、
議
長
が
こ
れ
を
会
場
に
諮

る
と
、
満
場
一
致
の
賛
同
を
得

て
、
全
員
の
拍
手
に
よ
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
第
３
号
議
案
の
令
和
７

年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算
（
案
）
審
議
の
件
で

は
饗
場
専
務
理
事
が
基
本
方
針

の
説
明
を
行
い
、
総
務
委
員
会

の
事
業
計
画
案
を
田
中
総
務
委

員
長
、
環
境
委
員
会
事
業
計
画

案
を
島
村
環
境
副
委
員
長
、
技

術
委
員
会
事
業
計
画
案
を
矢
澤

技
術
委
員
長
が
説
明
報
告
し
、

饗
場
専
務
理
事
が
収
支
予
算
案

を
説
明
報
告
し
た
。
続
い
て
議

長
が
こ
れ
を
会
場
に
諮
る
と
、

意
義
も
な
く
満
場
一
致
の
拍
手

で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
第
４
号
議
案
の
借
入
金

残
高
の
最
高
限
度
額
決
定
の
件

が
審
議
さ
れ
、
饗
場
専
務
理
事

よ
り
説
明
さ
れ
て
上
程
さ
れ
る

と
、
議
長
が
こ
れ
を
会
場
に
諮

り
、
決
を
求
め
る
と
異
議
も
な

く
満
場
一
致
の
拍
手
で
可
決
承

認
さ
れ
た
。

　

次
に
最
後
の
議
案
第
５
号
議

案
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
の
件
で
、
理
事
会
か
ら
の
指

名
推
薦
と
な
り
、
理
事
会
の
山

本
隆
治
理
事
が
過
日
の
理
事
会

で
の
結
果
を
、
18
名
の
理
事
と

2
名
の
監
事
を
推
薦
す
る
こ
と

を
報
告
し
た
。

　

役
員
改
選
の
新
役
員
と
し

て
、理
事
並
び
に
監
事
に
関
し
、

新
理
事
長
に
伊
藤
麻
実
理
事
長

の
再
任
が
推
薦
さ
れ
議
長
が
こ

れ
を
会
場
に
諮
り
、
決
を
求
め

る
と
異
議
も
な
く
満
場
一
致
の

拍
手
で
可
決
決
定
さ
れ
た
。

　

続
い
て
伊
藤
新
理
事
長
が
副

理
事
長
、
担
当
役
員
・
委
員
の

指
名
を
行
い
、
こ
れ
を
会
場
に

諮
る
と
満
場
一
致
で
可
決
決
定

し
た
。

　

続
い
て
伊
藤
新
理
事
長
は
、

就
任
挨
拶
で
、「
会
員
皆
の
サ
ポ

ー
ト
で
組
合
が
成
り
立
っ
て
い

る
」
と
感
謝
し
、「
業
界
は
常
に

有
事
に
直
面
し
て
お
り
、
平
穏

は
な
い
が
、業
界
を
盛
り
上
げ
、

次
世
代
を
育
成
す
る
必
要
が
あ

る
。多
く
の
人
に
参
加
を
促
し
、

研
修
旅
行
や
新
し
い
学
び
の
機

会
を
提
供
し
、
環
境
へ
の
取
り

組
み
も
強
化
。立
ち
止
ま
ら
ず
、

2
年
間
で
組
合
に
勢
い
を
つ
け

た
い
」
と
意
気
込
み
、
協
力
を

求
め
た
。

　

最
後
に
第
６
号
議
案
の
そ
の

他
と
な
り
、
提
案
や
意
見
も
な

く
議
案
審
議
す
べ
て
が
終
了

し
、
報
告
連
絡
事
項
に
移
る
が

何
も
な
く
、
閉
会
の
辞
を
吉
田

幸
司
副
理
事
長
が
「
副
理
事
長

の
吉
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
ご
参
集

い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ
し
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
総
会
を
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
伊
藤

さ
ん
が
理
事
長
に
な
ら
れ
て
か

ら
中
も
変
わ
り
ま
し
た
し
、

色
々
な
事
が
良
い
方
向
に
動
い

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
や
り
残

し
た
こ
と
を
一
掃
し
て
い
た
だ

い
て
、
こ
の
２
年
皆
で
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
第
61
回
通

常
総
会
を
終
了
い
た
し
ま
す
」

と
述
べ
、
埼
玉
県
鍍
金
工
業
組

合
の
令
和
７
年
度
通
常
総
会
は

無
事
に
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
、
岡

田
陽
一
総
務
副
委
員
長
が
司
会

進
行
役
と
な
り
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

最
初
に
主
催
者
を
代
表
し

て
、
伊
藤
新
理
事
長
が
挨
拶
を

述
べ
た
。（
６
面
コ
ラ
ム
参
照
）

う
ご
ざ
い
ま
す
。
第
60
回

と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目

の
総
会
で
ご
ざ
い
ま
す
。

世
の
中
は
非
常
に
不
透
明

感
が
あ
り
ま
し
て
、
大
企

業
を
は
じ
め
、
ち
ょ
っ
と

未
来
を
予
測
す
る
の
は
非

常
に
難
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と

我
々
は
足
元
を
固
め
な
が

ら
、
未
来
に
向
け
て
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
本
日
は
ど
う
ぞ

総会会場の様子

乾杯風景
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４
月
28
日
に
春
の
褒
章
・
叙

勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
九
州

め
っ
き
工
業
組
合
よ
り
下
記
の

２
名
が
受
章
し
た
。

●
旭
日
双
光
章

山
田 

登
三
雄
（
や
ま
だ 

と
み

お
）
氏

九
州
め
っ
き
工
業
組
合

㈱
九
州
電
化 

代
表
取
締
役
会

長●
藍
綬
褒
章

田
口 

英
信（
た
ぐ
ち　

ひ
で
の

ぶ
）
氏

九
州
め
っ
き
工
業
組
合

田
口
電
機
工
業
㈱ 

代
表
取
締

役
社
長

　埼玉県鍍金工業組合
の総会後懇親会で、理事
長に再任された伊藤麻
実氏が挨拶を行い、組合
員や関係者のサポート
に感謝しつつ、鍍金業界
の未来を築くための前
向きな行動と結束の重
要性を熱く語った。伊藤
理事長は「私一人の力で
は成し得られないこと。

組合員の皆様、会場にいらっしゃる皆様のサポートのおかげで今こう
やって立てている。本当に感謝の気持ちでいっぱいだ」と、支えてく
れる全ての人への深い謝意を表明した。
　伊藤理事長は「コロナや様々な出来事を経て、経営者として常に頭
にあるのは、未来のために今何ができるかだ」と、未来志向の経営判
断を強調。「自分の子供だけでなく、社会の子供、今日初めて会った
子供、まだ生まれていない子供のために、大人たちがどういう未来を
築けるかが重要だ」と、ものづくりを通じた社会貢献の責任を訴え
た。「資源のない日本にとって、ものづくりは絶対に欠かせない技術。
めっき・表面処理業は最終工程で付加価値と機能を与え、製品を顧客
に届け、社会を動かす重要な立場にある」と、業界の役割を力強く語
った。
　また、世界情勢の不確実性については「どこの会でも話題はトラン
プ関税やトランプ政権ばかり。どうなるかわからない、4年間どうや
って暮らせばいいのか、仕事は続くのかと、皆がネガティブな気持ち
になっている」と、業界を取り巻く不安を指摘。「しかし、平穏な時
代はもうない。いつ何が起きるかわからない中で、命がある今をどう
プラスに進めるかが大切だ」と、前向きな姿勢を強調した。「産業界
は国を維持し、仕事を次世代につなげる責任がある。困難や壁はあり
がたいチャレンジと捉え、乗り越えることで次の成長、新しい未来が
開ける」と、悲観的な考えを退け、挑戦の意義を訴えた。
　組合の未来についても、伊藤理事長は「悲観的な話はやめよう。素
敵な仲間とお酒を酌み交わす時間を大切にし、どんな明るい未来を築
けるかを考えたい」と、ポジティブな議論の必要性を説いた。「様々
な課題は乗り越えられるもので、未来につながる課題だ。日々行動し
ながらしっかり考えていきたい」と、行動力と未来志向を組合員に呼
びかけた。さらに、「組合には参加しない組合員や、活動を知らない
若手社員やご家族がいる。男女、国籍、年齢を問わず、誰もが楽し
め、実りある会にするため、ダイバーシティを推進したい」と、組合
の活性化と次世代育成への意欲を示した。「参加したくなる組合を目
指し、今後ともご協力をお願いする」と締めくくり、会場に結束と明
るい未来への決意を呼びかけた。

埼玉県鍍金工業組合
伊藤理事長が
　　再任挨拶で未来志向と結束を訴える

春
の
褒
章
・
叙
勲

　

一
般
社
団
法
人
日
本
能
率
協

会（
中
村
正
己
会
長
）は
、人
材

の
確
保
が
、
日
本
全
体
の
組
織

に
係
る
課
題
で
あ
る
と
の
認
識

か
ら
、「
企
業
」「
地
方
自
治
体
」

「
大
学
」と
い
う
目
的
が
異
な
る

組
織
へ
の
人
事
部
門
の
経
営
課

題
の
横
断
調
査（
産
業
間
比
較

調
査
）を
実
施
し
た
。
調
査
で

は
、
人
材
の
確
保
状
況
、
人
材

確
保
へ
の
取
組
み
、
組
織
・
人

事
領
域
の
課
題
を
比
較
し
、
そ

の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

※
な
お
、
本
調
査
で
は
、
地
方

自
治
体
の
学
校
教
員
、
大
学
で

の
大
学
病
院
の
医
師
看
護
師
は

調
査
対
象
に
含
ん
で
い
な
い
。

⑴
人
材
の
確
保
は
、
地
方
自
治

体
が
苦
戦
、
企
業
は
２
極
化
、

大
学
は
ま
ず
ま
ず
。

　

人
材
の
充
足
・
確
保
状
況

（「
充
足
し
て
い
る
」
＋
「
確
保

で
き
て
い
る
」
の
計
）
で
は
、

大
学
が
充
足
し
て
い
る
結
果
と

な
っ
た
。

企
業
：
採
用
と
離
職
状
況
が
二

極
化
。
大
企
業
と
中
小
企
業
で

差
が
顕
著
で
、
3
割
が
「
採
用

で
き
、
離
職
率
改
善
」、
3
割
が

「
採
用
難
で
離
職
率
悪
化
」。

地
方
自
治
体
：
約
6
割
が
「
採

用
難
で
離
職
率
悪
化
」。新
卒
採

用
の
競
争
激
化
で
企
業
に
人
材

が
流
れ
、
公
務
員
の
転
職
・
流

動
化
が
進
む
。

大
学
：
4
割
が
「
採
用
で
き
、

離
職
率
改
善
」
で
最
も
安
定
。

た
だ
し
、
3
割
は
「
採
用
は
で

き
て
も
離
職
率
悪
化
」
の
課
題

あ
り
。

⑵
地
方
自
治
体
及
び
大
学
は
、

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
超

過
勤
務
、
組
織
体
制
づ
く
り
が

課
題

　

組
織
・
人
事
領
域
の
課
題
で

は
、
企
業
、
地
方
自
治
体
、
大

学
で
の
課
題
感
の
違
い
が
大
き

く
表
れ
た
。

企
業
：
最
優
先
課
題
は
「
次
世

代
経
営
層
の
発
掘
・
育
成
」（
30

％
）
で
、
中
長
期
的
な
経
営
・

成
長
を
重
視
。

大
学
・
地
方
自
治
体
：
共
通
の

最
優
先
課
題
は
「
社
員
・
職
員

の
心
身
の
健
康
管
理
」（
地
方
自

治
体
で
6
割
超
）。業
務
の
質
向

上
や
時
代
へ
の
適
応
遅
れ
が
影

響
。「
労
働
時
間
管
理
・
削
減
」や

「
組
織
体
制
設
計
」「
人
事
・
評

価
制
度
見
直
し
」
も
企
業
よ
り

高
く
、大
学
で
は
特
に
3
割
超
。

限
ら
れ
た
人
員
の
有
効
活
用
や

役
割
遂
行
の
必
要
性
が
顕
著
。

地
方
自
治
体
特
有
：「
経
営
戦
略

と
連
動
し
た
人
材
戦
略
」（
1
割

未
満
）、「
組
織
風
土
改
革
・
意

識
改
革
」（
企
業
・
大
学
よ
り
約

10
ポ
イ
ン
ト
低
い
）
が
低
い
。

風
土
改
革
は
健
康
管
理
（
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

含
む
）
に
影
響
す
る
が
、
個
別

対
応
に
追
わ
れ
課
題
化
さ
れ
て

い
な
い
。

⑶
賃
金
見
直
し
に
加
え
、
非
金

銭
的
報
酬
向
上
を
全
組
織
が
重

視
　

人
材
確
保
や
従
業
員
の
動
機

づ
け
に
つ
な
が
る
総
合
的
報
酬

（
ト
ー
タ
ル
リ
ワ
ー
ド
）の
実
施

状
況
で
は
、
企
業
、
地
方
自
治

体
、
大
学
共
通
で
、【
非
金
銭
的

報
酬
】
の
各
項
目
の
実
施
率
が

高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
特

に
、「
ワ
ー
ク
ワ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
改
善
」「
働
き
や
す
い
仕
事
環

境
づ
く
り
」
は
、
共
通
し
て
実

施
率
が
高
い
。【
金
銭
的
報
酬
】

【
非
金
銭
的
報
酬
】
そ
れ
ぞ
れ

で
、
企
業
、
地
方
自
治
体
、
大

学
で
実
施
状
況
の
ば
ら
つ
き
が

み
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
過
去
か
ら
の
水

準
、
法
制
度
、
経
営
環
境
の
変

化
が
異
な
る
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
。

企
業
：【
金
銭
的
報
酬
】
で
は

「
福
利
厚
生
の
見
直
し
・
拡
充
」

「
ジ
ョ
ブ
型
・
ス
キ
ル
ベ
ー
ス
型

人
事
制
度
に
よ
る
若
手
中
堅
社

員
の
賃
金
上
昇
」「
役
職
定
年
廃

止
や
定
年
延
長
に
よ
る
シ
ニ
ア

社
員
の
賃
金
上
昇
」、【
非
金
銭

的
報
酬
】
で
は
「
多
様
な
働
き

方
の
導
入
・
拡
充
」
の
実
施
率

が
高
い
。

地
方
自
治
体
：【
金
銭
的
報
酬
】

で
は
「
ジ
ョ
ブ
型
・
ス
キ
ル
ベ

ー
ス
型
人
事
制
度
に
よ
る
若
手

中
堅
社
員
の
賃
金
上
昇
」、【
非

金
銭
的
報
酬
】
で
は
「
成
長
・

育
成
の
実
感
」「
効
率
的
な
業
務

推
進
」「
多
様
な
人
が
活
躍
す
る

職
場
づ
く
」の
実
施
率
が
高
い
。

大
学
：
18
歳
人
口
減
少
に
よ
る

経
営
環
境
変
化
へ
の
対
応
が
優

先
さ
れ
、
職
員
へ
の
総
合
的
報

酬
（
ト
ー
タ
ル
リ
ワ
ー
ド
）
の

取
り
組
み
が
不
足
し
て
い
る
。

企
業
、地
方
自
治
体
、大
学
の
人
材
確
保
に
関
す
る
横
断
調
査
結
果

企
業
は
、
採
用
と
離
職
状
況
が
２
極
化
、
複
数
の
金
銭
的

報
酬
向
上
策
で
直
近
の
人
員
確
保

地
方
自
治
体
は
、
採
用
と
離
職
防
止
に
苦
戦
、
職
員
の
心

身
健
康
管
理
に
腐
心
し
、
中
期
的
取
組
み
進
ま
ず

大
学
は
、市
場
縮
小
（
18 

歳
人
口
減
少
）
へ
の
対
応
と
し

て
、
戦
え
る
組
織
・
職
員
づ
く
り
を
模
索

　一般社団法人日本能率協会（中村正己会長）では、6月 18・19日の 2日間、「マリン
メッセ福岡 B館」（福岡県福岡市）で、５つの専門展示会を同時開催する。
①「第 6 回九州猛暑対策展」：猛暑の課題解決を行うことに特化した専門展示会。
②�「九州ホーム＆ビルディングショー 2025」：まちづくりにおける建築に関する幅広い
製品が出展。
③�「九州建設開発総合展 2025」：持続可能な社会資本整備、建設業の生産性向上、安全・
安心な地域経済の構築を図れる展示会。
④�「九州災害リスク対策推進展 2025」：事前防災・減災、インフラ整備などに対応した
取り組みを紹介する。
⑤�「九州インフラ検査・維持管理・更新展 2025」：国土強靭化やインフラの長寿命化を
図るべく最新技術と普及のための情報を一堂に集め紹介する。

猛暑対策、「まちづくり」、建設・建築に関する展示会を開催


